
令和７年度
農業委員会開催日程一覧表

月　　日 開催時間
４  月 10日（木） 13 時 30分～

５  月 13日（火） 13 時 30分～

６  月 12日（木） 13 時 30分～

７  月 10日（木） 13 時 30分～

８  月 12日（火） 13 時 30分～

９  月 11日（木） 13 時 30分～

10月  ９  日（木） 13 時 30分～

11月 11日（火） 13 時 30分～

12月 11日（木） 13 時 30分～

令和８年
１  月 13日（火） 15 時 30分～

２  月 10日（火） 13 時 30分～

３  月 12日（木） 13 時 30分～

農業委員会だより

　
近
年
、
相
続
登
記
の
未
了
や
相
続
放
棄

な
ど
に
よ
り
、
所
有
者
や
共
有
者
が
不
明

な
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

貸
借
契
約
の
更
新
に
多
く
の
手
間
が
か
か

る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
農
地
を
貸
し
借
り
す
る
際
、
原
則
と
し

て
貸
主
は
登
記
名
義
人
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
相
続
登
記
が
未
了
の
場
合
、
貸
借

契
約
に
は
全
相
続
人
の
過
半
数
（
２
分
の

１
超
）
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
同

意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
公
示
（
２

か
月
）
や
公
告
を
経
る
こ
と
で
貸
借
は
可

能
で
す
が
、
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。

　
大
切
な
農
地
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、
早
め
の
相
続
登
記
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
相
続
し
た
土
地
を
手
放
し
、
国
庫
に
帰

属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
相
続
土
地
国

庫
帰
属
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
不

明
土
地
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
、
利
用
に
は
申
請
と
審
査
が
必

要
で
す
。

　
国
が
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
に
は

一
定
の
要
件
が
あ
り
、
審
査
手
数
料
お
よ
び

負
担
金
の
納
付
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

引
き
取
り
が
認
め
ら
れ
な
い
土
地（
例
）

　
▪
建
物
が
建
っ
て
い
る
土
地

　
▪
担
保
権
等
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地

　
▪�

通
路
等
、
他
人
が
使
用
す
る
予
定
の

あ
る
土
地

　
▪
汚
染
さ
れ
て
い
る
土
地

　
▪�

境
界
が
明
ら
か
で
な
い
等
、
争
い
が

あ
る
土
地

　
▪�

崖
等
が
あ
り
、
通
常
の
管
理
や
処
分
に

過
大
な
費
用
や
労
力
を
要
す
る
土
地

　

費
用
に
つ
い
て

　
審
査
手
数
料
：
1
筆
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
、０
０
０
円

　
負
担
金
：�

１
筆
あ
た
り
20
万
円
～�

　　
（
合
算
特
例
あ
り
）

　
農
業
者
年
金
は
、
将
来
の
自
分
の
年
金

を
自
分
で
積
み
立
て
て
い
く
積
立
方
式
の

年
金
で
す
。

■
加
入
で
き
る
方（
次
の
要
件
を
満
た
す
方
）

❶
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

❷
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

❸�

60
歳
未
満
の
方

■
農
業
者
年
金
の
優
れ
た
点

▪�

保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と

な
り
、大
き
な
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▪�

毎
月
の
保
険
料
は
、
2
万
円
か
ら
最
高

６
万
７
千
円
ま
で
１
、０
０
０
円
単
位
で

自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
変
更
も

自
由
で
す

▪
運
用
益
は
非
課
税
で
す

▪�一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
、

保
険
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公
的
代

表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
組
織
が
発
行

す
る
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
最
近
の
農
業
及
び
農
政
の
現
状
が
よ
く

わ
か
り
、
農
業
者
の
経
営
と
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
毎
週
金
曜
日
に
お
届
け
し
ま

す
。
多
く
の
読
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記

事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
購
読
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
月
額
７
百
円
・
税
込
）

　

問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　

☎
76-

０
２
０
７

　
令
和
７
年
３
月
の
策
定
を
目
指
す
「
地

域
計
画
」
に
つ
い
て
、
１
月
27
日
か
ら
２

月
27
日
に
か
け
て
町
内
12
地
域
で
協
議
の

場
を
設
け
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
地
域
の
現
状
や
計
画
案
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
意
見
交
換

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は「
将
来
、
自
分

で
農
地
を
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の

受
け
入
れ
先
は
あ
る
の
か
」「
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
の
か
」「
耕
作
者
が
減
少
し
て

い
く
中
で
農
地
を
ど
う
守
る
か
」「
水
路
等

の
老
朽
化
が
進
み
、
耕
作
を
続
け
る
に
は

大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
」と
い
っ

た
切
実
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
地
域
全
体
で
農
業
を
維
持
し

て
い
く
方
策
等
を
話
し
合
い
な
が
ら
農
業

の
将
来
像
を
描
く
も
の
で
す
。
策
定
後
も

定
期
的
に
、
ま
た
状
況

の
変
化
に
応
じ
て

随
時
見
直
し
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
米
子

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、「
キ

ラ
ッ
と
輝
く
委
員
へ
～
１
人
の
百
歩
よ
り

１
０
０
人
の
一
歩
～
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会

女
性
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
県

内
の
各
市
町
村
の
取
組
事
例
が
リ
レ
ー
形

式
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
講
演
会
で
は
、
男
女
共
同
参

画
の
必
要
性
に
つ
い
て
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
ミ
ニ
ワ
ー
ク
を
取

り
入
れ
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら

は
話
に
聴
き
入
り
、
学
び
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
県
内
３
町
の
活
動
報
告
の

後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
発
表

時
に
は
時
間
制
限
の
ベ
ル
が
鳴
る
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
な
ど
、
女
性
委
員

の
熱
い
思
い
を
聴
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
新
た

に
し
た
２
日
間
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
月
14
日（
火
）、
鳥
取
県
農
業
会
議
の

井
上
課
長
を
講
師
に
、「
違
反
転
用
を
防

ぐ
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
農
地
の
適
正
利

用
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
農
地
の
適
正
利
用
や
地
域

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
、
農
地

法
の
改
正
に
伴
い
農
業
委
員
会
に
求
め
ら

れ
る
役
割
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
話
の
中
で
、
違
反
転
用
や
耕
作
放

棄
が
発
生
す
る
と
農
地
へ
の
復
元
が
困
難

に
な
る
た
め
、
未
然
防
止
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
参
加
者
は
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
日
頃
か
ら
農
地
の
状

況
を
把
握
し
、
適
正
な
利
用
調
整
を
行
う

こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

地
域
地
域
のの
未
来
未
来
をを
見
据
見
据
え
た
え
た
議
論
議
論
がが
進進
むむ

町
内
町
内
1212
地
域
地
域
でで
地
域
計
画

地
域
計
画
のの
協
議
協
議
をを
実
施
実
施

農
業
委
員
会
女
性
委
員
が

学
び
を
深
め
る

農
地
の
適
正
利
用
を

守
る
た
め
に

所
有
者
不
明
・
共
有
者
不
明

農
地
が
増
え
て
い
ま
す

相
続
し
た
土
地
を
手
放
せ
る

「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
」

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か
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